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〜いつでも　どこでも　誰でも　いつまでも学べる鏡石〜

図書館
　司書おすすめの 2冊を紹介します！

図書館からのお知らせ

「クジラが歩いていたころ」
化学同人

ドゥーガル・ディクソン：作／ハンナ・ベイリー：絵
　約 5000 万年前、クジラの祖先が陸を歩いていた
なんて想像できますか…？生物はどのような進化を
たどって、今の姿になったのでしょう。初めに現れた
生物から、陸へと歩み始めた動物たち、爬虫類、恐竜、
鳥など…進化がなぜ起こっていったのかが、順を追っ
て、色鮮やかなイラストで大変わかりやすく描かれて
います。子どもから大人まで楽しめる、多様な生命の
進化の過程を描いた読み応えのある一冊です。

「百年後を生きる子どもたちへ」
一般社団法人　農山漁村文化協会

豊田　直巳：写真・文
　東日本大震災による原発事故の影響で、住み慣れ
た故郷を離れて生活する浪江町津島の人々を取材し
た本です。一時帰宅するたびに荒れていく我が家や
田んぼ。でも、100 年後か 150 年後、誰か子孫が
帰るかもしれない。散り散りになった同じ地区の仲
間と共に、未来の子孫へ故郷のことを伝えるため、
津島の人々がしたこととは…？

今月のピックアップ

⃝スペシャル展示コーナー「春休みにおすすめの児童書」
　春にふさわしいワクワクするような、楽しい絵本
や児童文学を集めて展示いたします。
　花がたくさん咲くボル村で、春の訪れとともに始
まるサーカスの季節を描いた絵本「ボルむらのはる」
は、ページをめくるごとに、美しい挿し絵で花のサー
カスの様子が描かれています。そのほか、春から１
年生になる「ゆうくん」がドキドキしながら学校へ
行くと、とても楽しい学校生活でホッとするお話「あ
したから１ねんせい」の絵本など、新学期を迎える
お子さん向けの本も展示します。

⃝児童室前の絵本展示
　３月の児童室前の絵本展示のテーマは「松谷みよ
子の絵本」です。
　竜になった母をたずねて、竜の子太郎は長く苦し
い旅に…大冒険の末にめぐりあった母は…「たつの
こたろう」。
　昔、カラスは真っ白でした。ほかの鳥たちが綺麗
な色をしているのがうらやましくて、カラスはふく
ろうの染物屋で、体の色を染めてもらうことにしま
した。ところが…！カラスが真っ黒になったわけを
描く楽しい絵本「ふくろうのそめものや」。
　民話や創作の物語など、松谷みよ子さんの世界を
親子でお楽しみください。

⃝丸テーブルの展示
　３月の丸テーブルの展示テーマは「健康レシピ」
です。季節の変わり目は体調管理が大切ですが、そ
んな時に頼れる健康レシピののっている本を集めて
展示いたします。
　食べ物で健康な体を目指す栄養バランスを考えた
料理レシピ、漢方や東洋医学の考えを説く漢方食材
のレシピ、心と身体を癒すアロマテラピーやハーブ
ティーのレシピなど…日常に取り入れることのでき
る健康レシピの本をどうぞご覧ください。

⃝お引越しの前にご確認を！
　本や DVD・CD など、返し忘れているものがあ
りましたら、お引越し前に図書館へご返却ください。
開館時間内に来館できない場合は、図書館玄関横に
返却用ポストがありますので、そちらへご返却くだ
さい。ただし、DVD などは返却用ポストに入れる
とケースや本体が壊れてしまう可能性がありますの
で、開館時間内にカウンターへお返しください。

SCHOOL INFORMATION

スクールインフォメーション ～学校だより～スクールインフォメーション ～学校だより～

⃝歯科衛生図画、ポスター、書写、標語コンクール福島
県大会　標語の部　▼優秀賞＝穂積由菜（２年）
⃝良い歯の表彰　君島瑠莉（３年）草野凛（３年）柴田
悠作（３年）橋本崇（３年）
⃝交通安全ポスターコンクール　▼最優秀賞＝ 西牧りん

（３年）▼佳作＝佐伯明香里（１年）
⃝火災予防絵画・ポスターコンクール　▼入選＝遠藤柚
芽（１年）
⃝第 66 回青少年読書感想文福島県コンクール　▼佳作＝  
斎田あず（３年）
⃝岩瀬地区読書感想文コンクール　▼特選＝斎田あず（３
年）▼入選＝草野凛（３年）大津咲歩（３年）藤井綾音（２
年）村上紗和子（２年）穂積由菜（２年）添田和美（１年）
円谷楓花（１年）山口凛太郎（１年）
⃝第 33 回明るい社会づくり作文コンクール　▼協議会会
長賞＝齋藤つばさ（３年）
⃝岩瀬地区小・中学校音楽祭第三部創作　▼特選＝穂積　
由菜（２年）大河原碧（１年）
⃝全日本中学生水の作文コンクール　▼佳作＝大津咲歩

（３年）草野凛（３年）
⃝社会を明るくする運動　作文コンテスト　▼優秀賞＝
吉田紅芭（１年）

鏡中生のがんばり
鏡石中学校

自己ベストを目指して
第二小学校

ふくしまGAPチャレンジセミナー
岩瀬農業高校

　２学期後半から取り組んできたなわとび。みにみにタ
イムやゆうゆうタイムには、デッキや体育館で一生懸命
に練習する子どもたちの様子が見られました。新型コロ
ナウイルス感染症感染防止のため、マスク着用でのなわ
とびは若干の息苦しさはあったものの、ソーシャルディ
スタンスがとれる場合はマスクを外し、持久跳び等に挑
戦していました。記録会は、密を避けるために学級単位
で実施しました。この状況でも自己ベストを記録した児
童も多く、そのポテンシャルの高さには驚かされまし
た。来年はマスク無しで実施できるといいですね。

第一小学校
日頃の練習の成果を発揮

第一小学校
　12月から体育の時間や休み時間に取り組んできたなわ
とびの成果を発表する「校内なわとび記録会」を低・中・
高学年に分かれて実施しました。高学年が２月９日㈫、中
学年が10日㈬、低学年が15日㈪に行いました。感染拡大
防止のため、長なわとびは密になるので今回は実施せず、
持久跳びと２種目の選択種目で競いました。どの学年も自
己ベストを目指して、精いっぱいがんばりました。

　２月８日㈪、郡山市のホテルハマツで開催された「ふ
くしま GAP チャレンジセミナー」に参加しました。この
行事は福島県と JA 福島中央会の主催で行われており、Ｇ
ＡＰに挑戦する意識を広く共有するために、行われてい
るものです。岩瀬農業高校の生徒は発表者としてステー
ジに立ち、本校の GAP の取組から今後の目指すべき展開
などについて発表しました。
　また、ジャパネットたかた創業者の高田明氏（A and 
Live 社長）にリモートで講演をいただき、「GAP の素晴
らしさを『伝える』のではなく、『伝わる』取組が重要」、

「何事も一生懸命になることで、周りが応援してくれる。
常に前を向き、風評払拭を成し遂げてほしい」などとエー
ルをいただくとともに、本校の発表についてすばらしい
取組であると評価していただきました。

◀高学年

◀低学年

▲中学年


